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新透明レーザセラミックス、表面処理、低温接合など“ジャイアント・マイクロフォトニクス”による高効率レーザ
（DFC-PowerChip）および波長変換（QPM-PowerChip）を用いたパワースケラブルな高出力極限固体レーザを実
現するとともに、次世代XFELを見据えたTHz波誘電体レーザ加速（THz-DLA）による超小型電子加速技術の検証

将来展望

研究の目的と体制
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